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 毎月
まいつき

19日
にち

は食育
しょくいく

の日
ひ

です。今
こん

月
げつ

は上益城
か み ま し き

地区
ち く

の味
あじ

を紹
しょう

介
かい

します。 

 上益城
かみましき

地区
ち く

は、農業
のうぎょう

や商 業
しょうぎょう

がさかんな平坦
へいたん

部
ぶ

と、九 州
きゅうしゅう

山地
さ ん ち

の深
ふか

い山々
やまやま

に囲
かこ

まれた

歴史
れ き し

文化
ぶ ん か

のある山間部
さんかんぶ

からなります。 

 いちょう葉
ば

汁
じる

は、いちょうの葉
は

を使
つか

うのではなく、人参
にんじん

や大根
だいこん

などの野菜
や さ い

を「いちょう

切
き

り」にし、大豆
だ い ず

や枝豆
えだまめ

を銀杏
ぎんなん

に見
み

立
た

てて作
つく

られた汁物
しるもの

です。 

 山都町
やまとちょう

犬飼
いぬかい

集落
しゅうらく

には大
おお

きないちょうの木
き

があります。その昔
むかし

、水不足
みずぶそく

で収穫
しゅうかく

の少
すく

な

い米
こめ

を補
おぎな

うために、栄養価
えいようか

が高
たか

くて保存
ほ ぞ ん

しやすい「銀杏
ぎんなん

」を植
う

えたと伝
つた

えられています。

ここの銀杏
ぎんなん

を食
た

べると長
なが

生
い

きするといわれています。         
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上益城
かみましき

の味
あじ

 

ふるさとくまさんデーとは、熊本
く ま も と

でとれた食材
しょくざい

や昔
むかし

から地
ち

域
い き

に伝
つ た

わる料
りょう

理
り

を献
こ ん

立
だ て

にとりいれて紹介
しょうかい

する日
ひ

です。熊本
く ま も と

のすばらしさをたくさん知
し

ってほしいモン！ 

     天草
あまくさ

でさつまいもが育
そだ

てられるようになったの

は江戸
え ど

時代
じだい

のこと。食
た

べる物
もの

がなく困
こま

った時代
じだい

にやせた土地
と ち

でも元気
げんき

に育
そだ

つさつまいもでお腹
なか

を満
み

たし 命
いのち

をつないだそ

うです。 

天草
あまくさ

を代 表
だいひょう

するさつまいもを使
つか

った郷土
きょうど

料理
りょうり

として、が

ねあげやこっぱ餅
もち

、せんだご汁などがあります。 昔
むかし

からさ

つまいもが天草
あまくさ

の人々
ひとびと

に親
した

しまれてきたことが分
わ

かります。 

 

天草食育だより 
2025.10 

 

日本
にほん

で使用
しよう

されているきくらげの約
やく

９９％

は中 国
ちゅうごく

からの輸入
ゆにゅう

品
ひん

です。そのような中
なか

で、天草
あまくさ

では

無農薬
むのうやく

で良質
りょうしつ

なきくらげが栽
さい

培
ばい

されています。温度
お ん ど

・湿度
し つ ど

・

空気
く う き

の流
なが

れを管
かん

理
り

し、研
けん

究
きゅう

を重
かさ

ねて作
つく

られたものです。私
わたし

たちの成 長
せいちょう

を助
たす

ける 食
しょく

物
もつ

繊
せん

維
い

やビタミン D
ディー

などが豊富
ほうふ

に含
ふく

まれています。 

 

天草
あ ま く さ

宝
たから

島
じ ま

デーは、天草
あ ま く さ

でとれた食材
しょくざい

や

天草
あ ま く さ

に昔
むかし

から伝
つ た

わる郷
きょう

土
ど

料理
り ょ う り

などを

献立
こ ん だ て

にとりいれて紹介
しょうかい

する日
ひ

です。 

 

      天草市
あまくさし

は天草灘
あまくさなだ

、八代
やつしろ

海
かい

、有明
ありあけ

海
かい

の３つの

海
うみ

にかこまれており、さまざまな漁 業
ぎょぎょう

がおこなわれ、真鯛
まだい

の養 殖
ようしょく

も有名
ゆうめい

な漁業
ぎょぎょう

の一つ
ひと  

です。 

 鯛
たい

は、「めでたい」に通じる
つう   

ことから 昔
むかし

から縁起
えんぎ

のよい

魚
さかな

とされてきました。また、赤い
あか  

色
いろ

は災い
わざわ 

をさけてくれ

るとされ日本人
にほんじん

は鯛
たい

をお祝い
 い わ  

の時
とき

に食べて
た   

います。 

 

 

 

 天草
あまくさ

大王
だいおう

は日本
に ほ ん

最大級
さいだいきゅう

の 鶏
にわとり

です。身長
しんちょう

が大人
お と な

の膝
ひざ

くらい(約
やく

９０センチ)、体重
たいじゅう

が約
やく

７キロありま

す。大
おお

きくて迫
はく

力
りょく

があり、まさに「大王
だいおう

」という名前
なまえ

にふ

さわしい 鶏
にわとり

です。 私
わたし

たちが食
た

べている天
あま

草
くさ

大
だい

王
おう

は、かつ

て絶滅
ぜつめつ

しましたが研 究
けんきゅう

や努力
どりょく

でよみがえった「 幻
まぼろし

の

天草
あまくさ

大王
だいおう

」です。天草
あまくさ

の宝 物
たからもの

「天草
あまくさ

大王
だいおう

」を味
あじ

わってい

ただきましょう。 

 

 

ここが上益城
かみましき

地区
ち く

だよ！ 

天

草
市

あ
ま
く
さ
し 


